生活行為向上（訪問・通所共通）アセスメントマニュアル

各生活行為を細分化した作業別に質問します。

【評価尺度】

　　０：できる　　１：少しできる　　２：困難(できない)

【考え方】

　　その行為を“しているか”ではなく、“できるか”を問う質問となります。

　　例えば、男性で元々家事の習慣がない方、家族がいてしていない方については

　　能力を勘案して判断してください。その場合、備考欄にできるがしていない状況を

　　記入下さい。

　　１：少しできる　や　２：困難（できない）を選択した場合、何が原因でできないの

　　か聞き取り･洞察することで、生活機能向上に向け、何を改善・工夫していけばよいか

　　のヒントとなります。計画書作成に役立ててください。

　　

　　平成18年度　モデル事業　研修資料を参考資料として配布いたしますので、

　　参考にしてください。
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